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税
制
改
革「
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
閣
議
決
定

持
続
可
能
な
社
会
保
障
構
築
と
そ
の
安

定
財
源
確
保
に
向
け
た
「
中
期
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
抜
粋
）

Ⅰ
、
景
気
回
復
の
た
め
の
取
組

･

○
政
府 
与
党
に
お
い
て
は
、
景
気
回
復
期

間
中
に
、
減
税
措
置
及
び
定
額
給
付
金
を
税

制
抜
本
改
革
を
前
提
に
時
限
的
に
行
う
こ
と

を
含
め
、
当
面
、
総
額　

兆
円
規
模
の
景
気

７５

対
策（
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
、

生
活
対
策
及
び
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
）
を
着
実
に
実
施
す
る
。

Ⅱ
、
国
民
の
安
心
強
化
の
た
め
の
社
会

保
障
安
定
財
源
の
確
保

安
心
強
化
の
３
原
則

原
則
１
、
中
福
祉
・
中
負
担
の
社
会
を
目
指

す
。

原
則
２
、
安
心
強
化
と
財
源
確
保
の
同
時
進

行
を
行
う
。

原
則
３
、
安
心
と
責
任
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
安
定
財
源
の
確
保
を
図
る
。

１
、
堅
固
で
持
続
可
能
な
「
中
福
祉
・
中
負

担
」
の
社
会
保
障
制
度
の
構
築

○
社
会
保
障
制
度
の
財
源
（
保
険
料
負
担
、

公
費
負
担
及
び
利
用
者
負
担
）
の
う
ち
、
公

費
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ
の
３
分
の

１
程
度
を
将
来
世
代
へ
の
つ
け
ま
わ
し
（
公

債
）
に
依
存
し
な
が
ら
賄
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
改
め
、
必
要
な
給
付
に
見
合
っ

た
税
負
担
を
国
民
全
体
に
広
く
薄
く
求
め
る

こ
と
を
通
じ
て
安
定
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
堅
固
で
持
続
可
能
な
「
中
福
祉
・

中
負
担
」
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
。

２
、
安
心
強
化
と
財
源
確
保
の
同
時
進
行

○
年
金
、
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付

や
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
基
礎
年
金
の
最

低
保
障
機
能
の
強
化
、
医
療
・
介
護
の
体
制

の
充
実
、
子
育
て
支
援
の
給
付
・
サ
ー
ビ
ス

の
強
化
な
ど
機
能
強
化
と
効
率
化
を
図
る
。

３
、
安
心
と
責
任
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財

源
確
保

○
社
会
保
障
安
定
財
源
に
つ
い
て
は
、
給
付

に
見
合
っ
た
負
担
と
い
う
視
点
及
び
国
民
が

広
く
受
益
す
る
社
会
保
障
の
費
用
を
あ
ら
ゆ

る
世
代
が
広
く
公
平
に
分
か
ち
合
う
観
点
か

ら
、
消
費
税
を
主
要
な
財
源
と
し
て
確
保
す

る
。

Ⅲ
、
税
制
抜
本
改
革
の
全
体
像

経
済
状
況
の
好
転
後
に
実
施
す
る
税
制

抜
本
改
革
の
３
原
則

原
則
１
、
多
年
度
に
わ
た
る
増
減
税
を
法
律

に
お
い
て
一
体
的
に
決
定
、
段
階

的
に
実
行
す
る
。

原
則
２
、
予
期
せ
ざ
る
経
済
変
動
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
。

原
則
３
、
消
費
税
収
は
、
確
立
・
制
度
化
し

た
社
会
保
障
の
費
用
に
充
て
る
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
国
民
に
還
元

す
る
。

１
、
税
制
抜
本
改
革
の
道
筋

○
今
年
度
を
含
む
３
年
以
内
の
景
気
回
復
に

向
け
た
集
中
的
な
取
組
に
よ
り
経
済
状
況
を

好
転
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
、
消
費
税
を
含

む
税
制
抜
本
改
革
を
２
０
１
１
年
度
よ
り
実

施
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を

あ
ら
か
じ
め
講
じ
、
２
０
１
０
年
代
半
ば
ま

で
に
段
階
的
に
行
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
構

造
を
確
立
す
る
。

○
改
革
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
景
気
回
復

過
程
の
状
況
と
国
際
経
済
の
動
向
等
を
見
極

め
、
潜
在
成
長
率
の
発
揮
が
見
込
ま
れ
る
段

階
に
達
し
て
い
る
か
な
ど
を
判
断
基
準
と

し
、
予
期
せ
ざ
る
経
済
変
動
に
も
柔
軟
に
対

応
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
。

○
消
費
税
収
が
充
て
ら
れ
る
社
会
保
障
の
費

用
は
、
そ
の
他
の
予
算
と
は
厳
密
に
区
分
経

理
し
、
予
算
・
決
算
に
お
い
て
消
費
税
収
と

社
会
保
障
費
用
の
対
応
関
係
を
明
示
す
る
。

２
、
税
制
抜
本
改
革
の
基
本
的
方
向
性
（
略
）

Ⅳ
、
今
後
の
歳
出
改
革
の
在
り
方（
略
）

Ⅴ
、
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
と
実
行

準
備
と
実
行
に
関
す
る
原
則

原
則
１
、
税
制
抜
本
改
革
の
実
施
時
期
に
先

立
ち
、
制
度
的
準
備
を
整
え
る
。

原
則
２
、「
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
確
実
に
実

行
す
る
た
め
、
税
制
抜
本
改
革
の

道
筋
を
立
法
上
明
ら
か
に
す
る
。

○
２
０
０
９
年
度
（
平
成　

年
度
）
の
税
制

２１

改
正
に
関
す
る
法
律
の
附
則
に
お
い
て
、
前

記
の
税
制
抜
本
改
革
の
道
筋
及
び
基
本
的
方

向
性
を
立
法
上
明
ら
か
に
す
る
。

○
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
の
２
分
の
１
へ

の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
４
年
（
平

成　

年
）
年
金
改
正
法
に
沿
っ
て
、
税
制
抜

１６
本
改
革
に
よ
り
所
要
の
安
定
財
源
を
確
保
し

た
上
で
、
恒
久
化
す
る
。

　

政
府
は
昨
年　

月　

日
、
消
費
税
を
含
む
税
制
抜
本
改
革
の
道
筋
を
示
す

12

24

「
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
３
年
以
内
の

確
実
な
景
気
回
復
を
前
提
条
件
に
２
０
１
１
年
度
に
も
増
税
を
可
能
に
す
る
と

し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
、　

年
度
の
税
制
改
正
法

09

案
の
付
則
に
よ
る
法
制
化
も
定
め
た
。
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現 地 レ ポ ー ト

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

△

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
唐
門

永平寺町

福井市

・・

Ｎ
福井県福井県　永永　平平　寺寺　町町

えいえい へいへい じじ ちょうちょう

う
る
お
い
・
や
す
ら
ぎ
・

　
 
人
が
き
ら
め
く
ま
ち　

え
い
へ
い
じ

は
じ
め
に

　

永
平
寺
町
は
、
平
成　

年
２
月　

日
に

１８

１３

「
松
岡
町
」「
永
平
寺
町
」「
上
志
比
村
」
の
町

村
合
併
に
よ
り
新
『
永
平
寺
町
』
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
福
井
県
嶺
北
地
方
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
西　

・
５ 

、
南

１５

北
約　

・
５ 

、
総
面
積　

・　
 

、
人
口

１０

９４

３４

は
約
２
万
人
で
す
。
南
と
西
は
県
都
福
井

市
、
東
は
勝
山
市
に
、
北
は
坂
井
市
に
そ
れ

ぞ
れ
接
し
、
東
は
白
山
連
峰
を
望
み
、
四
季

を
彩
る
山
々
に
三
方
を
囲
ま
れ
た
町
で
す
。

　

町
内
の
中
央
を
福
井
県
最
大
の
河
川
・
九

頭
竜
川
が
東
西
に
流
れ
、
こ
れ
に
平
行
し
て

東
西
に
国
道
４
１
６
号
線
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

が
走
り
、
南
側
の
大
本
山
永
平
寺
か
ら
北
に

通
る
国
道
３
６
４
号
線
と
が
町
の
中
央
で
交

差
し
て
お
り
、
交
通
の
要
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
西
部
に
は
北
陸
自
動
車
道
が
南

北
に
通
っ
て
お
り
、
福
井
北
Ｉ
Ｃ
が
近
く
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
福
井
北
Ｊ

Ｃ
Ｔ
よ
り
長
野
県
松
本
市
に
至
る
中
部
縦
貫

自
動
車
道
も
早
期
完
成
を
目
指
し
着
々
と
工

㎞

㎞

事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
多

く
の
鮎
釣
り
客
が

訪
れ
る
清
流
九
頭

竜
川
や
緑
豊
か
な

浄
法
寺
山
な
ど
自

然
資
源
が
豊
富
に

あ
り
、
禅
道
場
の

曹
洞
宗
大
本
山
永

△

手
繰
ヶ
城
山
古
墳
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平
寺
や
吉
峰
寺
・
天
龍
寺
、
越
の
国
伝
説
に

ま
つ
わ
る
松
岡
古
墳
群
な
ど
の
歴
史
文
化
資

源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
福
井
大
学
医

学
部
・
福
井
県
立
大
学
を
始
め
と
す
る
各
種

学
術
研
究
機
関
が
立
地
す
る
な
ど
、
文
教
環

境
が
整
備
さ
れ
た
人
の
交
流
が
盛
ん
な
町
で

す
。歴

史
浪
漫
に
思
い
を

馳
せ
る
観
光
資
源

　

当
町
に
あ
る
手
繰
ケ
城
山
古
墳
・
石
舟
山

古
墳
・
鳥
越
山
古
墳
・
二
本
松
山
古
墳
は
北

陸
最
大
級
の
前
方
後
円
墳
で
国
指
定
の
史
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
」
は
、
鎌

倉
時
代
に
道
元
禅
師
が
曹
洞
宗
の
出
家
参
禅

の
道
場
と
し
て
開
創
し
、
現
在
も
約
２
０
０

名
余
の
修
行
僧
が
厳
し
い
修
行
に
励
ん
で
お

り
、
全
国
各
地
か
ら
年
間
約　

万
人
の
観
光

６０

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細

道
の
道
中
に
立
ち
寄
っ
た
寺
と
し
て
有
名
な

「
天
龍
寺
」
が
あ
り
、
そ
の
時
の
句
碑
が
芭
蕉

塚
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

癒
し
と
体
験
の
旅
を
求
め
て

「
永
平
寺
」

　

永
平
寺
町
観
光
物
産
協
会
は
、
平

成　

年
か
ら　

年
の
３
ヵ
年
、
県
町

１７

１９

の
補
助
を
受
け
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創

造
活
動
推
進
事
業
に
よ
り
、「
永
平

寺
の
禅
空
間
・
体
験
に
お
け
る
癒
し

の
追
求
」「
食
材
と
健
康
に
よ
る
癒
し

の
追
及
」「
新
し
い
文
化
と
伝
統
の
融

合
」
を
切
り
口
に
、「
永
平
寺
ブ
ラ
ン

ド
」
復
活
を
核
に
し
た
癒
し
の
地
を

目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
産
品
・

物
産
品
の
研
究
販
売
、
お
も
て
な
し

の
心
を
通
し
て
地
域
特
性
を
活
か
し

た
「
永
平
寺
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
造
に

取
組
み
ま
し
た
。

　

主
な
取
組
と
し
て
は
、
禅
体
験
食

体
験
（
精
進
料
理
）
等
に
よ
る
受
入

体
制
の
整
備
、
県
内
外
に
向
け
た
情

報
発
信
、
物
産
品
の
研
究
開
発
、
観

光
客
誘
客
と
し
て
「
永
平
寺
花
祭
り
」「
永
平

寺
除
夜
の
鐘
イ
ベ
ン
ト
」「
永
平
寺
冬
の
燈
籠

ま
つ
り
」「
旧
永
平
寺
線
跡
地
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」「
九
頭
竜
川
鮎
茶
屋
開
設
」
等
を
継
続
実

施
し
、
年
間
約
２
万
人
の
集
客
実
績
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成　

年
以
降
も
、
四
季
を
通
し

２０

た
継
続
事
業
と
し
て
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
風
物
詩

・「
え
い
へ
い
じ
大
燈
籠
な
が
し
」

　

毎
年
８
月
下
旬
に
実
施
す
る
「
え
い
へ
い

じ
大
燈
籠
な
が
し
」は
、テ
ー
マ
「
愛

と
感
謝
」
の
下
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
地
域
活
性
化
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て　

回
継
続
開
催
し
、
現

２１

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
区
長
会
、
商

工
会
、
観
光
物
産
協
会
な
ど
各
種
団

体
の
協
力
に
よ
り
、
企
画
・
準
備
・

運
営
な
ど
に
多
く
の
町
民
が
か
か
わ

る
事
業
で
す
。
実
行
委
員
会
は
、
町

内
外
・
全
国
か
ら
供
養
燈
籠
・
願
い

燈
籠
（
約
１
万
個
）
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
、
商
工
会
、
婦
人
会
、
老

人
会
の
協
力
に
よ
る
帆
書
き
、
組
立

作
業
を
行
い
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
運
営
委
員
の
手
に
よ
り
、
永
平

寺
河
川
公
園
特
設
祭
壇
に
並
べ
ら
れ

ま
す
。
大
本
山
永
平
寺
の
協
力
に
よ

り
、
１
５
０
名
の
役
寮
雲
衲
衆
ら
に

よ
る
川
施
食
法
要
が
営
ま
れ
た
後

に
、
実
行
委
員
・
参
加
者
の
手
に
よ

△

永
平
寺
花
祭
り
甘
茶

△

九
頭
竜
川
で
の
鮎
釣
り

△

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
永
平
寺
山
門
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り
燈
籠
が
流
さ
れ
、
川
面
に
幻
想
的
な
光
の

帯
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
様
は
荘
厳
で
見
る
人

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

県
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
バ
ス
や
、
当
日
宿
泊

参
加
者
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
を
利
用
し
た
参
加

者
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
観
光
・
地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
が
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
え
い
へ

い
じ
納
涼
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
平
成　
１８

年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
、

永
平
寺
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
精
神
文
化
の

聖
地
・
永
平
寺
、自
然
豊
か
な
清
流
九
頭
竜
川

を
全
国
に
広
め
る
べ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
振
興

・
観
光
地
周
遊
バ
ス

「
永
平
寺
・
朝
倉
号
」

　

福
井
市
の
戦
国
大
名
が
築
い
た

城
下
町
跡
・
甦
っ
た
復
元
武
家
屋
敷

の
あ
る
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
」
と

「
大
本
山
永
平
寺
」
を
巡
り
、
越
前
そ

ば
打
ち
体
験
＆
試
食
の
出
来
る
日

帰
り
プ
ラ
ン
の
観
光
周
遊
バ
ス
を
、

福
井
市
と
連
携
し
平
成　

年
度
よ
り

１９

運
行
し
て
い
ま
す
。関
西
・
中
京
方
面

か
ら
の
誘
客
を
推
進
す
る
た
め
、Ｊ

Ｒ
福
井
駅
か
ら
の
二
次
ア
ク
セ
ス

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
永
平
寺

町
や
福
井
市
周
辺
に
あ
る
観
光
資

源
を
ア
ピ
ー
ル
し
、参
加
さ
れ
た
方
々

に
よ
る
情
報
発
信
等
に
よ
り
今
後
の
観
光
客

増
加
が
図
ら
れ
る
事
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

・「
永
平
寺
お
で
か
け
号
」

　

福
井
県
に
隣
接
す
る
石
川
県
山
中
温
泉
観

光
協
会
は
、
永
平
寺
門
前
観
光
協
会
と
の
連

携
に
よ
り
、
冬
期
間
を
除
き
毎
日
往
復
２

便
、
山
中
温
泉
・
永
平
寺
直
行
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
国
道
３
６
４
号
線
の
整
備
に

よ
り
、
永
平
寺
か
ら　

分
で
山
中
温
泉
と
結

３０

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
観
光
客
の
利
便
性
が

図
ら
れ
好
評
を
得
て
い
る
状
況
で
す
。

・「
ふ
く
い
や
ま
ぎ
わ
歴
史
街
道
」広
域
連
携

　

福
井
県
内
の
越
前
市
・
鯖
江
市
・
福
井
市
・

永
平
寺
町
・
勝

山
市
・
大
野
市

の
６
つ
の
市
町

に
ま
た
が
る
地

域
連
携
に
よ

り
、「
天
下
一
」

の
地
域
資
源
を

軸
と
し
た
新
た

な
観
光
ル
ー
ト

を
確
立
さ
せ
、

県
内
外
か
ら
の

誘
客
促
進
、
滞

在
型
観
光
客
の

拡
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
、
広
域
連
携
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
歴
史
・
文
化
的
価
値
の
高

い「
天
下
一
」の
地
域
資
源
に
着
目

し
、永
平
寺
町
の「
大
本
山
永
平
寺
」、

越
前
市
の
「
越
前
打
刃
物
・
越
前
和

紙
」、
鯖
江
市
の
「
越
前
漆
器
」、
福

井
市
の
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
」、
勝

山
市
の「
県
立
恐
竜
博
物
館
・
平
泉
寺

｢

白
山
神
社
」、
大
野
市
の 
越
前
お
お

の
」
を
つ
な
ぐ
観
光
ル
ー
ト
を
提
案

し
、
ま
た
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
主

と
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
は
地
域
の

団
体
、
事
業
所
、
各
市
町
で
構
成
さ

れ
、
会
長
は
永
平
寺
門
前
観
光
協
会

井
上
会
長
で
す
。
永
平
寺
町
と
し
て

も
、観
光
・
地
域
の
情
報
提
供
や
関
係

団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
永
平
寺
町

の
魅
力
発
信
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

△

花
祭
り
の
賑
わ
い

△

川
施
食
法
要

△
燈
籠
の
組
立

△

え
い
へ
い
じ
大
燈
籠
な
が
し
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・
越
前
日
本
海
ハ
イ
！
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ー

　

永
平
寺
町
を
含
む
３
市
１
町
で
構
成
す
る

福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

広
域
観
光
事
業
と
し
て
、９
月
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
永
平
寺
町
を
出
発
地
ゴ
ー
ル
と

し
、
５ 

・　
 

・　
 

の
３
コ
ー
ス
に
全

１５

２５

国
よ
り
約
４
５
０
名
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
集

い
、
永
平
寺
町
内
を
散
策
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
し

た
。特

徴
あ
る
資
源
を

活
か
し
た
取
組

　

町
に
は
、
か
つ
て
京
福
電
鉄
永
平
寺
線
が

あ
り
、
大
本
山
永
平
寺
の
お
膝
元
ま
で
電
車

㎞

㎞

㎞

が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
平
成　

年
に

１４

廃
線
と
な
り
、
現
在
は
砂
利
道
の
廃
線
跡
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
廃
線
跡
地
の
沿
線
住

民
団
体
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、
町
は
永

平
寺
線
跡
地
利
用
活
性
化
協
議
会
と
共
催

し
、
旧
永
平
寺
線
跡
地
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
春
秋
の
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
年

前
に
は
、
中
京
方
面
よ
り
３
日
連
続
、
延
べ

８
０
０
名
の
団
体
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
組

ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
、　

年
秋
に
は
、
大
阪

２０

方
面
よ
り
約
１
６
０
名
の
団
体
ツ
ア
ー
参
加

者
が
あ
り
、
情
報
発
信
Ｐ
Ｒ
の
効
果
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
町
は
、
今
後
廃
線
跡
地

を
遊
歩
道
と
し
て
整
備
す
る
計
画
を
進
め
、

観
光
地
永
平
寺
と
結
び
つ
け
跡
地
を
有
効
利

用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
を
東
西

に
流
れ
る
九
頭
竜

川
は
、
生
息
し
て
い

る
魚
の
種
類
の
豊

か
さ
は
日
本
の
河

川
の
中
で
も
有
数

と
言
わ
れ
、
町
内
流

域
に
は
清
流
の
生

き
証
人
と
も
言
わ

れ
る
ア
ラ
レ
ガ
コ

が
棲
み
、
そ
の
生
息

地
は
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
月
に
は
サ
ク
ラ
マ
ス
釣
り
が

解
禁
し
、
６
月
の
ア
ユ
釣
り
解
禁
と
と
も
に

見
ら
れ
る
長
竿
の
放
列
は
、
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
、
九
頭
竜

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
い
か
だ
流

し
・
チ
ビ
ッ
コ
舟
下
り
な
ど
川
辺
に
親
し

む
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
九
頭
竜
川
、
地
鮎
を
活
か
し
、

釣
り
客
や
地
鮎
を
食
す
る
方
、
川
辺
に
親

し
む
方
を
受
け
入
れ
る
よ
う
、
地
元
漁
業

協
同
組
合
や
町
観
光
物
産
協
会
と
連
携
し

Ｐ
Ｒ
宣
伝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

平
成
７
年
頃
ま
で
は
、
大
本
山
永
平
寺

の
参
拝
客
は
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、
近
年　

万
人
近
く
に
減
少

６０

し
、
各
種
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客

を
併
せ
て
も
平
成　

年
観
光
客
入
込
数
は

２０

　

万
人
余
の
現
状
で
す
。

７０
　

観
光
客
、
宿
泊
滞
在
日
数
の
増
加
を
図
る

こ
と
は
、
永
平
寺
町
の
み
な
ら
ず
福
井
県
全

体
の
目
標
と
し
て
取
組
ま
れ
、
観
光
振
興
業

務
に
日
々
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
市

町
や
、
圏
域
の
観
光
地
・
自
治
体
と
連
携
し
、

ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
や
観
光
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
企
画
や
情
報
を
継
続
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
特
有

の
歴
史
文
化
や
資
源
を
活
か
し
て
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
活
力
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
こ
と
に
よ
り
、
町
の
発
展
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
永
平
寺
町
商
工
観
光
課　

山
田　

孝
明
）

△

跡
地
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

△

永
平
寺
朝
倉
号

△

ア
ラ
レ
ガ
コ

△

あ
ん
ど
ん
山
車
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△

フ
ラ
ン
ス
の
美
し
い
田
園
風
景

　

干
草
を
ま
と
め
た
円
筒
状
の
大
き
な
塊

が
点
々
と
す
る
草
原
、
の
ん
び
り
と
草
を

食
む
牛
の
群
れ
、
山
の
上
で
放
牧
さ
れ
る

ヤ
ギ
や
羊
、
延
々
と
続
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
、
丘
陵
に
青
々
と
茂
る
ブ
ド
ウ
畑
、
何

百
年
も
時
を
重
ね
て
き
た
オ
リ
ー
ブ
の

樹
、
野
山
に
実
る
ベ
リ
ー
類
、
夏
に
南
仏

の
畑
や
野
山
を
埋
め
尽
く
す
ラ
ベ
ン

ダ
ー
、
山
道
を
歩
け
ば
芳
香
を
漂
わ
せ
る

ハ
ー
ブ
の
数
々
…
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
を
思
う
と

き
、
浮
か
ん
で
く
る
風
景
だ
。

 

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
農
村

に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
早
く
も　

年
以

１０

上
の
月
日
が
経
っ
た
。
そ
の
間
、
私
が
一

貫
し
て
変
わ
ら
ず
に
行
っ
て
い
る
こ
と

は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
を
実
践
し
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の
農
家
と
交
流
し
て

い
る
こ
と
、
特
に
人
里
離
れ
た
山
村
を
訪

れ
て
い
る
こ
と
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
一
環
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

パ
リ
に
代
表
さ
れ
る
都
市
の
人
た
ち
と
の

付
き
合
い
も
も
ち
ろ
ん
し
て
い
る
と
い
う

点
だ
。
京
都
で
生
ま
れ
育
ち
、
田
舎
や
農

村
の
暮
ら
し
を
ま
っ
た
く
知
ら
ず
、
何
の

予
備
知
識
も
な
い
ま
ま
、
フ
ラ
ン
ス
人
で

さ
え
「
こ
こ
は
世
界
の
果
て
だ
ね
！
」
と

言
う
ほ
ど
の
辺
境
の
地
に
い
き
な
り
足
を

踏
み
入
れ
た
私
は
、
最
初
は
た
だ
広
大
な

自
然
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。

だ
が
帰
国
後
、
日
本
で
の
勤
務
の
関
係
で

Ｅ
Ｕ
の
農
業
政
策
や
社
会
情
勢
な
ど
を
ど

ん
ど
ん
追
い
、
多
く
の
関
係
者
と
実
際
に

腹
を
割
っ
て
話
を
重
ね
る
う
ち
に
、
い
く

つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
た
。
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
」。
そ
し
て
そ
れ
に
絡
ん
で
、

「
環
境
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
余
暇
）」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
。
今
号
か
ら
３
回
に
わ

た
っ
て
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
、

Ｅ
Ｕ
、
中
で
も
主
に
私
が
直
に
た
く
さ
ん

目
に
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
、
農

村
、
地
域
社
会
に
つ
い
て
書
い
て
い
き
た

い
と
思
う
。
第
１
回
目
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
環
境
、
農
業
」。

 

　

Ｅ
Ｕ
に
は
、
加
盟
国
全
体
に
共
通
す
る

農
業
政
策
と
し
て

C

、Ｃ
Ａ
Ｐ（ 

om
m
on

  
 
  　

A
gricultural

P
olicy

 
           　
 
     
＝
共
通
農
業
政

策
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
指

針
に
基
づ
き
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
呼
ば
れ
る
計

画
が
策
定
さ
れ
、
各
国
は
そ
の
計
画
実
行

の
た
め
の
さ
ら
な
る
計
画
を
練
る
こ
と
と

な
る
。
そ
こ
で
２
大
柱
と
な
っ
て
い
る
の

が
、「
環
境
農
業
政
策
」
と
「
地
方
発
展
政

策
」で
あ

R
ural

る
。（「
地
方
発
展
政
策（ 
    　

D
evelopm

ent
P
olicy

 
       
   　
 
     
）」
は
、「
農
村

開
発
政
策
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
が
、
取
り
組
み
を
見
る
限
り
、
決
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
協
会　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
協
会　
　

長
谷
川
浩
代

長
谷
川
浩
代

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
協
会　
　

長
谷
川
浩
代

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ラ
ン
ス
の
農
業
・
農
村
・
地
域
社
会　
①

長谷川浩代
（はせがわ・ひろよ）
1969年京都生まれ。食の世界へ
の関心が高まり、98年7月～99年
10月までフランスに滞在。アルプ
ス、ブルゴーニュ、コートダジュー
ルの農場やレストランで料理や接
客、農場、牧場の生活を体験。そ
の時の体験からオーガニックやオ
ルタナティブな生活に目覚める。
帰国後オーガニックワインの輸
入と販売を手がけるマヴィ（株）
に就職。同時にNPO オーガニッ
ク協会（EUOFA）の事務局を務
める。現在も毎年夏の３ヶ月は
農場民宿で働くことを中心に、
ヨーロッパのオーガニック農家
を訪ね歩いている。
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「
農
村
を
開
発
」
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

地
方
が
自
立
・
発
展
し
て
い
く
道
を
模
索

し
、
そ
の
足
が
か
り
と
な
る
た
め
の
施
策

を
実
行
し
、
そ
れ
に
対
す
る
助
成
金
を
出

す
仕
組
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
私
は
「
地

方
発
展
政
策
」
と
訳
語
を
あ
て
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。）

 

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
に
は
、
１
年
あ
た
り
５
５
０
億

ユ
ー
ロ
（
１
２
１
円
換
算
で
約
６
兆
７
、

０
０
０
億
円
）
が
Ｅ
Ｕ
の
予
算
か
ら
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
加
盟
国
が

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
多
く
を
請
け
負
う
教
育

や
防
衛
、
公
衆
衛
生
、
社
会
保
障
と
い
っ

た
部
門
と
違
い
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
農
業

政
策
を
推
進
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

き
て
い
る
数
字
だ
。
具
体
的
に
は
Ｅ
Ｕ
の

住
民
が
一
人
当
た
り
１
週
間
に
約
２
ユ
ー

ロ
を
支
払
っ
て
い
る
計
算
だ
が
、「
健
康

的
な
食
品
が
安
心
で
き
る
形
で
供
給
さ

れ
、
地
方
が
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
持

続
し
て
い
く
こ
と
を
思
え
ば
ま
っ
た
く
高

い
も
の
で
は
な
い
。」
と
欧
州
委
員
会
は

は
っ
き
り
と
う
た
っ
て
い
る
。
実
際
Ｅ
Ｕ

の
住
民
に
と
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
美
し

く
、
活
力
の
あ
る
地
方
（
特
に
山
岳
や
田

園
地
帯
）
と
い
う
の
は
、
非
常
に
大
き
な

関
心
事
で
あ
る
こ
と
が
、
い
く
つ
も
の
調

査
結
果
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

 

　

Ｅ
Ｕ
の
政
策
の
特
徴
で
も
あ
る
の
が
、

柔
軟
に
修
正
を
加
え
て
い
く
点
だ
。
Ｃ
Ａ

Ｐ
も
こ
の　

年
で
３
度
の
修
正
が
行
わ

１０

れ
、
そ
の
都
度
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ

う
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も

�
生
き
て
い
る
政
策�
で
あ
る
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
Ｅ
Ｕ
全
体
の
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
拾
っ
て
い
く
う
ち
に
わ
か
っ
て

き
た
、
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
、「
食
品

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」「
食
の
安
全
を

保
証
す
る
こ
と
」「
地
方
社
会
の
幸
福
に
配

慮
す
る
こ
と
」「
次
世
代
の
た
め
に
環
境
が

確
実
に
守
ら
れ
る
こ
と
」「
家
畜
の
健
康
や

福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
Ｃ

Ａ
Ｐ
で
は
こ
れ
が
着
実
に
反
映
さ
れ
、

「
環
境
農
業
政
策
」と「
地
方
発
展
政
策
」が

Ｅ
Ｕ
の
農
業
政
策
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て

い
る
。

 

　

安
全
で
質
の
高
い
製
品
を
供
給
す
る
一

方
で
、
環
境
を
保
護
し
、
家
畜
の
福
祉
も

考
え
る
、
そ
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
農
業

を
促
進
す
る
う
え
で
、
こ
こ　

年
で
も
需

１０

要
が
非
常
に
高
ま
り
、
注
目
を
浴
び
て
い

る
の
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
で
、
公

的
な
認
証
制
度
を
持
ち
、
食
卓
か
ら
そ
れ

が
育
て
ら
れ
た
土
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
（
有

機
農
業
）」で
あ
る
。
日
本
で
も
２
０
０
６

年
末
に
有
機
農
業
推
進
法
が
成
立
し
、
２

０
０
７
年
度
よ
り
実
際
に
予
算
も
つ
い
て

よ
う
や
く
本
格
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
が
、
国
と
し
て
の
取
り
組
み
と
い
う
点

で
は
、
Ｅ
Ｕ
と
比
較
す
る
と
少
な
く
と
も

　

年
の
開
き
が
あ
る
。
も
っ
と
も
大
き
な

１５差
は
、
Ｅ
Ｕ
が
単
な
る
農
法
の
１
つ
と
し

て
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
し
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
と
ら

え
て
い
る
と
い
う
点
で
は
な
い
か
と
思

△

に
ぎ
わ
う
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ（
パ
リ
）

△

ド
イ
ツ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
場

△

ぶ
ど
う
の
収
穫
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
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う
。
つ
ま
り
、「
私
の
口
に
入
る
野
菜
に

は
、
農
薬
が
か
か
っ
て
い
な
い
も
の
が
良

い
」
と
い
う
単
な
る
目
の
前
の
食
べ
物
だ

け
の
話
で
は
な
く
、「
い
つ
ま
で
も
あ
の

自
然
が
、
水
が
、
空
気
が
美
し
い
状
態
で

保
た
れ
、
次
世
代
に
ま
で
、
永
続
的
に
守

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
私

は
何
を
す
れ
ば
良
い
か
、
何
が
で
き
る
の

か
？
」
と
考
え
、
暮
ら
し
全
体
を
選
択
し

て
い
く
姿
勢
の
こ
と
だ
。
安
価
だ
か
ら
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
や
っ
て
い
る
か
ら
、
と

い
う
選
択
で
は
な
く
、
今
も
こ
れ
か
ら
も

本
当
の
意
味
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
く
に
は
？
と
い
う
こ
と
を
自
分
の
中
の

判
断
基
準
に
も
つ
人
が
急
増
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

 

　

英
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
を
大
手
流
通
が
す
ば
や
く
つ
か

み
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
で
、
特
に
一

次
産
品
に
つ
い
て
は
、　

％
以
上
を
地
元

７０

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
も
の
に
と
い
う
意
欲

的
な
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る

ス
ー
パ
ー
な
ど
も
次
々
と
登
場
し
て
い

る
。
ま
た
Ｅ
Ｕ
各
国
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食

品
に
特
化
し
た
ス
ー
パ
ー
が
続
々
と
誕

生
。
実
際
、
こ
の　

年
間
で
フ
ラ
ン
ス
や

１０

ド
イ
ツ
な
ど
の
都
市
部
で
は
、
如
実
に
わ

か
る
ほ
ど
格
段
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
都
市
・
地
方
を
問

わ
ず
、
街
角
や
市
役
所
広
場
な
ど
で
開
か

れ
る
マ
ル
シ
ェ
（
定
期
市
場
）
が
有
名
だ

が
、
そ
の
中
に
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
掲
げ

る
ス
タ
ン
ド
が
少
な
か
ら
ず
出
て
き
た

し
、
パ
リ
や
リ
ヨ
ン
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
と

い
っ
た
大
都
市
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産

物
だ
け
の
マ
ル
シ
ェ
も
登
場
し
て
久
し

い
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
は

給
食
の
原
料
に
地
元
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

産
物
を
取
り
入
れ
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
給
食
は
安
定
的
に
決
ま
っ
た
数
量
が

見
込
め
る
た
め
、
農
家
に
と
っ
て
も
あ
り

が
た
い
収
入
源
と
な
る
。
ま
た
生
徒
た
ち

が
実
際
に
生
産
さ
れ
て
い
る
現
場
を
訪

れ
、
学
び
、
交
流
す
る
と
い
う
、
教
育
に

も
つ
な
が
る
二
次
的
効
果
も
現
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
は
、
村
全
体
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
村
お
こ
し
を

し
て
い
る
自
治
体
や
、
ワ
イ
ン
の
銘
柄

（
例
え
ば
ボ
ル
ド
ー
や
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と

い
っ
た
よ
う
な
呼
称
の
こ
と
）
で
、
そ
の

銘
柄
に
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
生
産
者
し
か

存
在
し
な
い
よ
う
な
地
域
も
登
場
、
枚
挙

に
暇
が
な
い
ほ
ど
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
や

食
品
の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。

 

　

そ
れ
は
、
多
く
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
そ
の
よ
う
に
ス
イ
ッ
チ
し
て
き
て
い

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
多
く

の
住
民
が
自
然
環
境
に
そ
の
よ
う
に
関
心

を
高
め
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。　

％
の

９０

土
地
が
い
わ
ゆ
る
都
市
で
は
な
い
農
村
や

山
林
に
属
し
、
そ
こ
に
全
体
の
人
口
の　
６０

％
以
上
が
暮
ら
し
て
い
る
。
ま
た
家
族

代
々
引
き
継
い
で
い
る
よ
う
な
「
田
舎
の

家
（
別
荘
）」
を
た
い
て
い
の
人
は
持
っ
て

い
て
、
ご
く
自
然
に
、
と
て
も
気
軽
に
休

暇
に
は
地
方
に
出
て
行
く
習
慣
が
あ
る
か

ら
だ
。
こ
の
あ
た
り
の
余
暇
の
過
ご
し
方

と
農
村
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
お

話
し
た
い
と
思
う
。

寒
鯉
や
無
念
無
想
が
沈
み
お
り

高
桑
弘
夫

　

季
語
「
寒
鯉
」
は
文
字
ど
お
り
寒
中
の
鯉
。
鯉
は

川
や
池
で
元
気
に
泳
ぎ
ま
わ
り
、
威
勢
の
良
い
魚
と

し
て
五
月
の
節
句
に
は
子
供
の
健
や
か
な
成
長
と
将

来
の
出
世
を
願
い
、
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る
習
慣
が
古

く
か
ら
あ
る
。
そ
の
鯉
も
さ
す
が
に
真
冬
の
寒
さ
の

中
で
は
動
き
が
鈍
く
な
り
、
川
や
池
の
底
で
じ
っ
と

し
て
い
る
時
間
が
長
く
な
る
。「
無
念
無
想
」と
は
そ
の

様
子
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
と
思
う
が
、特
に「
無

念
無
想
が
」
と
主
格
的
に
表
現
し
た
こ
と
で
作
者
自

身
の
心
情
を
鯉
に
託
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

福
寿
草
眩
し
き 
娘  
等 
の
膝
頭

こ 

ら

下
川
初
秋

　

季
語
は
「
福
寿
草
」。
別
名
を
「
元
旦
草
」
と
も

言
い
、
歳
事
記
で
は
新
年
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
正

月
の
飾
り
つ
け
の
中
で
は
謂
わ
ば
脇
役
で
、
窓
辺
な

ど
で
密
か
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
年
末
の
正
月

用
品
を
売
る
店
で
も
「
福
寿
草
」
の
鉢
が
年
迎
え
の

雰
囲
気
を
助
け
て
お
り
、
そ
れ
を
買
う
客
も
屈
ん
で

見
定
め
よ
う
と
す
る
。

　

こ
の
句
は
新
年
の
こ
と
か
あ
る
い
は
暮
れ
の
店
の

光
景
か
定
か
で
は
な
い
が
、
何
人
か
の
娘
さ
ん
が
花

の
咲
き
加
減
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
見
た
年
輩
の

女
性
が
詠
ん
だ
も
の
で
、「
眩
し
き
」
に
は
若
さ
を
羨

ま
し
く
思
う
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
。

冬
桜
男
の
顔
は
履
歴
書
と

中
澤
康
人

　

季
語
は「
冬
桜
」。
桜
は
本
来
春
の
代
表
的
な
季
語

だ
が
、
早
咲
き
品
種
の
中
に
は
緋
寒
桜
な
ど
の
よ
う

に
正
月
の
彩
り
と
な
り
「
元
日
桜
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
も
あ
る
。

　
「
男
の
顔
」
は
、
歳
を
重
ね
る
と
人
の
顔
に
は
そ
の

人
の
過
去
の
体
験
が
滲
ん
で
人
相
に
も
現
れ
る
、
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
。「
履
歴
書
」と

は
全
く
単
刀
直
入
に
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る
。
女
性

の
よ
う
に
化
粧
で
隠
せ
な
い
男
な
ら
で
は
の
見
た
目

の
感
じ
と
、
新
年
で
歳
を
重
ね
た
こ
と
が
、
あ
た
か

も
履
歴
の
一
頁
を
増
や
し
た
か
の
印
象
を
与
え
て
微

妙
に
働
い
て
い
る
と
思
う
。
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町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L

T
E
L
０
３
０
３-

３
５
８
１

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

０
４
８
６
）ま
で
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L
０
３-

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

Ｎ
村
町

ａ
v

　

町
は
昨
年　

月
か
ら
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情

１２

報
発
信
な
ど
を
目
的
に
、ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ

.com

ト「
か
み
し
ほ
ろ
ん    

」を
運
営
し
て
い

る
。自
治
体
運
営
の
ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

は
、和
歌
山
県
北
山
村
の「
村
ぶ
ろ
」な
ど
が
あ

る
が
、ま
だ
全
国
的
に
珍
し
く
、道
内
で
は
初

め
て
だ
と
い
う
。情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、同
町
フ
ァ
ン
を
開
拓
し
、観
光
客
の
誘

致
や
特
産
品
販
売
の
拡
大
な
ど
を
目
指
す
。

　

同
サ
イ
ト
は
、
住
民
な
ど
誰
も
が
無
料
で

利
用
で
き
る
が
、
ブ
ロ
グ
を
開
設
す
る
に
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
登
録
が
必
要
。
昨

年　

月　

日
現
在
で
約　

人
が
登
録
し
て
お

１２

１９

５０

り
、
同
町
の
竹
中
貢
町
長
も
頻
繁
に
ブ
ロ
グ

を
更
新
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
地
図

上
に
イ
ベ
ン
ト
・
施
設
情
報
な
ど
を
登
録
で

き
る
「
口
コ
ミ
マ
ッ
プ
」
機
能
が
あ
り
、
北

山
村
の
「
村
ぶ
ろ
」
や
静
岡
県
の
「
ゆ
と
り

す
と
静
岡
」
と
の
共
有
マ
ッ
プ
を
用
い
て
い

る
た
め
、
様
々
な
地
域
の
登
録
情
報
を
一
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
町
は
、　

日
ま
で
に
ブ
ロ
グ
の
開

３１

設
や
記
事
の
投
稿
を
し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
に
、
町
の
特
産
品
を
贈
呈
す

る
「
ブ
ロ
グ
を
つ
く
ろ
う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
町
立
小
中
学
校
の
給
食
施
設
な
ど

か
ら
出
る
天
ぷ
ら
油
な
ど
廃
食
用
油
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ

Ｄ
Ｆ
）
を
精
製
。
昨
年　

月　

日
に
同
燃
料

１１

２０

を
使
用
す
る
町
の
公
用
ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
出

発
式
を
行
っ
た
。
現
在
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
廃
棄
物
回
収
な
ど
に
活
躍
し
て
い
る
。

　

２
０
０
７
年
に
町
が
策
定
し
た
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
の
一
環
。
町
で
は
、
さ

ら
に
地
域
で
栽
培
し
た
菜
の
花
か
ら
菜
種
油

を
採
取
し
給
食

用
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
そ

の
廃
油
も
Ｂ
Ｄ

Ｆ
化
す
る
な
ど

資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向

け
新
た
な
取
組

も
は
じ
め
る
予

定
。

　

廃
食
用
油
は
、
学
校
等
の
ほ
か
町
の
ス
ー

パ
ー
等
に
設
置
し
た
「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
か

ら
一
般
家
庭
の
廃
食
用
油
を
回
収
し
、
第
三

セ
ク
タ
ー
で
精
製
。
そ
れ
を
町
が
１
リ
ッ
ト

ル
１
１
０
円
で
買
取
る
仕
組
み
。今
後
、年
間

８
、
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
廃
油
を
回
収
し
、

７
、
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
精
製
。
来
年
度
か

ら
は
、
対
象
車
を
３
台
に
増
や
す
予
定
。

　

町
は
、　

歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
が
地

６５

域
や
施
設
で
行
う
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と
商
品
券
と
交
換
で
き

る「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」制
度
を
は

じ
め
た
。元
気
な
高
齢
者
に
地
域
貢
献
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、そ
の
参
加
活
動
が
高
齢
者
自

身
の
介
護
予
防
に
も
役
立
ち
、さ
ら
に
ポ
イ

ン
ト
制
で
実
質
的
な
介
護
保
険
料
の
軽
減
に

も
な
る
一
石
三
鳥
を
狙
っ
た
も
の
。

　

対
象
は
町
在
住
の　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は「
地
域
活
動
」「
施

設
活
動
」の
二
種
類
。具
体
的
に
は
、ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
体
操
指
導
や
老
人
ク
ラ
ブ

で
行
う
行
事
企
画
、介
護
保
険
施
設
や
保
育

所
、学
校
等
で
の
話
し
相
手
や
趣
味
活
動
の

指
導
、読
み
聞
か
せ
、施
設
周
辺
の
草
刈
り
な

ど
を
想
定
。町
が
指
定
し
た
施
設
等
で
活
動

し
て
も
ら
う
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１
回（
２

時
間
以
内
）に　

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、一
定

１０

ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
と
町
商
工
会
発
行
の
商
品

券
と
交
換（
上
限
５
、０
０
０
円
）で
き
る
。

　

登
録
高
齢
者
は
ま
だ　

人
だ
が
、町
で
は

１０

３
年
目
に
１
５
０
人
の
登
録
を
見
込
ん
で
お

り
、元
気
な
高
齢
者
が
地
域
に
貢
献
す
る「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
」を
目
指
す
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
実

施
す
る
事
業
と
し
て
、
定
住
促
進
と
特
産
品

開
発
に
つ
い
て
住
民
か
ら
提
案
を
募
集
し

た
。「
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
」
に
向
け
、

希
望
事
業
を
求
め
て
い
た
が
、「
純
然
た
る

住
民
」
か
ら
は
応
募
が
な
く
、
町
職
員
（
町

民
）か
ら
計
８
件
の
提
案
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

町
は
、　

年
度
か
ら
随
時
、「
教
育
」
や

０７

「
健
康
福
祉
」「
安
心
・
安
全
」
な
ど
ま
ち
づ

く
り
の
住
民
提
案
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、

今
回
は
そ
れ
に
併
せ
、
定
住
と
特
産
品
の
２

テ
ー
マ
に
つ
い
て
昨
年　

・　

月
に
提
案
を

１０

１１

求
め
て
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
子
育
て
支
援
な
ど
定
住
促
進

に
８
件
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
町
は

現
在
第
三
子
以
降
に　

万
円
の
祝
い
金
を
出

１０

し
て
い
る
が
、
提
案
で
は
小
学
校
・
中
学
校

入
学
時
の
援
助
金
や
未
就
学
児
の
予
防
接
種

費
用
の
助
成
、
保
育
料
の
減
額
な
ど
が
出

た
。
ま
た
、
町
外
か
ら
町
内
に
家
を
建
て
る

場
合
に
１
０
０
万
円
な
ど
の
定
住
助
成
金
を

出
し
て
い
る
が
、
そ
の
充
実
も
要
請
。
さ
ら

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
脆
弱
な
こ
と

か
ら
役
場
に
く
れ
ば
無
線
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
た
。

　

町
は
年
明
け
早
々
に
も
「
住
民
提
案
審
査

委
員
会
」
を
開
き
、
提
案
の
採
否
を
検
討
す

る
方
針
。

熊本県
甲佐町

定
住
促
進
等
で
住
民
か
ら

提
案
募
集

北海道
上士幌町

ブ
ロ
グ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
発
信

島根県
邑南町

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
商
品
券

栃木県
那須町

廃
食
用
油
を
燃
料
に

公
用
車
を
運
行
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計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

271512210岡 山 県1510514富 山 県1803514515130北 海 道

2314909広 島 県1910909石 川 県401030822青 森 県

2013707山 口 県179808福 井 県351322616岩 手 県

24816115徳 島 県8119623725長 野 県361323122宮 城 県

178909香 川 県422121219岐 阜 県25131239秋 田 県

2011909愛 媛 県372314014静 岡 県351322319山 形 県

341123617高 知 県613526224愛 知 県5913461531福 島 県

662838434福 岡 県291415015三 重 県443212210茨 城 県

201010010佐 賀 県261313013滋 賀 県311417017栃 木 県

231310010長 崎 県261511110京 都 府3812261016群 馬 県

471433825熊 本 県43331019大 阪 府704030129埼 玉 県

1814413大 分 県412912012兵 庫 県563620317千 葉 県

30921318宮 崎 県3912271215奈 良 県39261385東 京 都

451827423鹿児島県30921120和歌山県331914113神奈川県

4111301911沖 縄 県19415114鳥 取 県28131569山 梨 県

1,781783998193805合　 計21813112島 根 県31201147新 潟 県

都道府県別市町村数

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
は
偉
大
な
天
才
ゆ

え
に
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
最
近
、
原
子
物
理
学
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
少
し
紹
介
し
よ
う
。

▽
ま
だ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
一
九
一
九
年
に
、
事
情
が
あ
っ
て
離

婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
妻
へ
の
条
件
に

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
取
れ
た
ら
慰
謝
料
と
し
て

賞
金
を
全
額
渡
す
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

離
婚
二
年
後
の
一
九
二
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
し
、約
束
通
り
賞
金
を
全
額
渡
し
た
。

▽
滅
多
に
笑
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
に
、
舌
を
出
し
た
写
真
を
よ
く
見
か
け
る

が
、
あ
れ
は
本
当
の
写
真
で
あ
る
。
一
九
五

一
年
三
月
一
四
日
の
七
二
歳
の
誕
生
日
に
カ

メ
ラ
マ
ン
に
「
笑
っ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ

て
、
舌
を
突
き
出
す
ポ
ー
ズ
を
取
り
、
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
大
変
、
気
に
入
っ
て
九
枚

焼
き
増
し
て
親
し
い
人
々
に
配
っ
た
と
い

う
。
こ
の
写
真
は
一
九
五
一
年
度
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
新
聞
写
真
家
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
切
手
に
も
な
り
有
名

に
な
っ
た
。

▽
数
字
や
記
号
を
記
憶
す
る
こ
と
が
大
の
苦

手
で
、
記
者
会
見
で
光
速
度
の
数
値
を
答
え

ら
れ
ず
、
記
者
か
ら
笑
わ
れ
た
時
、「
本
や

ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
数
字
を
ど
う
し
て
憶

え
な
い
と
い
け
な
い
の
か
ね
」
と
や
り
か
え

し
た
。

▽
相
対
性
理
論
に
つ
い
て
聞
か
れ
「
寒
い
時

に
熱
い
ス
ト
ー
ブ
に
一
人
で
手
を
か
ざ
し
て

い
る
一
分
間
は
一
時
間
ぐ
ら
い
に
長
く
感
じ

ま
す
が
、
美
人
と
一
緒
だ
と
一
時
間
が
一
分

間
と
短
く
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。
こ
れ
が
相
対

性
理
論
で
す
」
と
答
え
た
。

▽
バ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
で
、
一
九
二
一
年
に

日
本
に
来
た
時
、
日
本
式
の
宴
会
で
、「
安
来

節
」
と
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」
を
見
せ
て
貰
っ

た
お
礼
に
と
バ
イ
オ
リ
ン
で
数
曲
を
演
奏
し

た
こ
と
が
あ
る
。「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」と
バ

イ
オ
リ
ン
の
組
み
合
わ
せ
が
面
白
い
。

▽
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
が
大
好
き
で
、
あ
る
雑
誌

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
あ
な
た
に
と
っ
て
死

と
は
」
と
尋
ね
ら
れ
て
「
そ
れ
は
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
が
聴
け
な
く
な
る
こ
と
で
す
」
と
答
え

て
い
る
。

▽
来
日
中
に
人
力
車
に
乗
る
こ
と
を
す
す
め

ら
れ
た
が
、
非
人
道
的
奴
隷
労
働
と
乗
車
を

断
わ
っ
た
。

▽
同
じ
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
の
湯
川
秀

樹
博
士
と
面
会
し
た
時
、
原
子
爆
弾
開
発
に

関
与
し
た
こ
と
を
悔
や
み
、
涙
な
が
ら
に
謝

罪
し
た
と
い
わ
れ
る
。

▽
一
九
五
五
年
四
月
一
八
日
に
プ
リ
ン
ス
ト

ン
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
が
、
遺
志
に
よ
り

墓
や
記
念
館
を
建
て
て
は
な
ら
な
い
、
火
葬

に
し
て
遺
灰
は
空
中
に
ば
ら
ま
く
こ
と
と
さ

れ
た
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
素
顔
が
垣
間
見
ら

れ
る
シ
ー
ン
の
数
々
で
あ
る
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

国
際
人
事
研
究
所　

所
長

国
際
人
事
研
究
所　

所
長　

太
田　

隆
次

太
田　

隆
次

国
際
人
事
研
究
所　

所
長　

太
田　

隆
次
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私
達
の
村
諸
塚
村
は
、
宮
崎
県
の
北
西
部

に
あ
り
東
は
大
分
県
に
、
西
は
熊
本
県
に
程

近
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
九
州
の
屋
根
と
云

わ
れ
標
高
一
、
〇
〇
〇
ｍ
級
の
山
々
が
聳
え

立
ち
、
そ
の
中
で
諸
塚
村
を
代
表
す
る
霊
山

「
諸
塚
山
」
の
こ
と
を
、
日
向
地
誌
に
よ
る
と

「
満
山
樹
木
翁
欝
（
う
つ
そ
う
）
地
勢 
 

（
け
ん
ぴ
）
樵
夫
（
き
こ
り
）
猟
師
に
至
る
に

能
は
ざ
る
処
多
し
」
と
あ
り
ま
す
。
山
ひ
だ

は
重
り
合
い
無
数
の
沢
が
幾
筋
も
の
渓
流
と

な
っ
て
七
ツ
山
川
、
柳
原
川
の
二
つ
の
川
に

注
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。
村
の
面
積
は
一
八
七

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
九
五
％
が
森
林
で
耕

地
は
僅
か
一
％
に
も
満
た
ず
、
市
町
村
の
形

態
別
で
は
純
山
村
で
、
そ
の
山
々
の
麓
か
ら

中
腹
迄
、
つ
ま
り
標
高
で
云
え
ば
七
五
〇
ｍ

〜
一
、
〇
五
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
に
八
十
程
の
集

落
が
村
内
一
円
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
住
む
人
々
が
豊
か
な
自
然
に
心
身
の
甦
り

を
強
く
実
感
す
る
の
は
、
そ
の
地
方
の
風
土

ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

人
類
の
文
化
は
森
林
か
ら
生
れ
た
と
云
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
そ
こ
に
住
む
人
達
は

森
（
自
然
）
に
対
す
る
畏
敬
の
念
は
、
殊
更

に
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
口
も
最
近
で

は
二
、〇
〇
〇
人
を
割
り
込
み
、
平
成
十
九

年
度
予
算
の
決
算
で
は
四
一
億
八
千
万
と
い

う
過
疎
の
村
で
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
よ
く
思
う
こ
と
は
、
こ
の

よ
う
な
村
に
人
類
が
住
み
つ
い
た
の
は
、
一

体
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
説
明
で
き
る
資
料
が
な
い
だ

け
に
、
住
宅
跡
と
み
ら
れ
る
洞
穴
や
遺
跡
と

か
、
学
問
的
に
調
査
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て

推
測
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

等
に
よ
る
と
少
な
く
と
も
一
五
、
〇
〇
〇
年

〜
二
〇
、
〇
〇
〇
年
前
か
ら
既
に
人
類
生
活

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
耕

作
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
自
然
の
果
実
や
鳥
獣

を
食
料
と
し
て
生
活
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
古

代
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の

山
野
が
生
活
の
宝
庫
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
昔

に
遡
れ
ば
さ
か
の
ぼ
る
程
、
豊
か
で
あ
っ
た

筈
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
建
国
神
話
の
目
玉
と
も
い
う
べ
き
、

天
孫
降
臨
の
物
語
の
中
で
、
皇
室
の
遠
祖
・

 

々
杵
尊
（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）
が
最
初
に

降
り
立
っ
た
と
こ
ろ
は
、
日
向
の
高
千
穂
と

「
古
事
記
」
に
も
明
記
し
て
あ
り
、
我
々
の
住

ん
で
い
る
諸
塚
村
も
、
そ
の
高
千
穂
の
中
に

あ
る
の
で
、
天
孫
降
臨
の
神
話
は
よ
そ
ご
と

で
は
な
く
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
山
岳
地

帯
に
日
本
民
族
の
発
祥
は
あ
っ
た
と
考
え
て

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

時
は
移
り
、
今
や
人
類
は
衛
星
で
宇
宙
に

旅
す
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
弱
肉
強
食
の

関
係
は
、
地
球
誕
生
以
来
、
四
六
億
年
続
い

て
い
る
と
云
わ
れ
る
今
、
地
球
上
で
最
も
大

き
な
力
と
知
恵
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
勿

論
、
我
々
人
類
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
地
球
の
未
来
を
考
え
、
限
ら
れ
た

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
豊
か
な
暮
し
を
維
持

す
る
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば
地
球
は
人
類
の
力
で

良
く
も
悪
く
も
な
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
私

達
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ

は
地
球
の
生
態
系
を
破
壊
せ
ず
、
弱
い
動
植

物
の
生
息
環
境
を
脅
か
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。

　

今
迄
に
市
場
経
済
中
心
に
発
展
し
て
来
た

日
本
社
会
は
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
？

　

こ
の
ま
ま
の
社
会
が
続
く
と
、
自
然
破
壊

は
勿
論
、
都
市
と
中
山
間
地
の
格
差
は
益
々

開
く
こ
と
に
な
り
、
均
衡
あ
る
国
の
発
展
は

望
め
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
過
疎
の
集
落
は
全
国
で
約
六
二
、
三

〇
〇
の
う
ち
限
界
集
落
と
云
わ
れ
る
も
の
が

約
七
、
九
〇
〇
（
宮
崎
県
で
は
「
い
き
い
き

集
落
」
と
い
う
）
あ
り
、
将
来
無
人
化
し
て

消
滅
の
恐
れ
の
あ
る
集
落
は
二
、
六
〇
〇
あ

り
、
国
土
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
さ
え
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
住
ん
で
い
る
集
落

は
生
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
戸
数
や
人
口
、

高
齢
化
比
率
と
い
っ
た
数
値
だ
け
で
は
到
底

そ
の
価
値
は
測
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
人
と
人
の
付
き
合
い
や
様
々
な
生
き
る

術
や
文
化
が
息
づ
い
て
お
り
ま
す
。

　

明
治
の
文
豪
徳
富
蘆
花
は
、
す
で
に
あ
の

時
代
に
「
国
家
の
実
力
は
地
方
に
存
す
。
地

方
の
生
血
新
鮮
な
ら
ば
一
国
も
又
元
気
旺
盛

と
な
る
。
黙
っ
て
働
く
自
然
の
力
に
し
み
じ

み
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
都
市
に
健

全
な
血
液
を
送
る
の
は
地
方
の
責
任
…
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
都
市
が
河
口
に
形
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
河
口
が
健
全
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ

の
上
流
を
如
何
に
健
全
に
保
つ
か
を
、
河
口

に
住
む
人
々
を
含
め
て
考
え
見
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
を
守
り
国
土
を
保
全
し
な
が
ら
、
安

心
安
全
な
社
会
を
形
成
し
そ
れ
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
上
流
に
住
ん
で
直
接
森
（
自

然
）
を
守
っ
て
い
る
人
も
、
そ
の
恩
恵
を
受

け
る
川
下
の
人
達
も
同
じ
気
持
ち
で
自
分
達

が
住
ん
で
い
る
、
か
け
が
え
の
な
い
国
土
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
気
息
奄
々
と
し
て

で
は
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
思
い
の
で
き

る
過
疎
地
の
再
生
を
は
か
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

成　

崎　

孝　

孜

宮
崎
県
諸
塚
村
長

自
然
の
摂
理
に
学
ぶ
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